
行　　政　　評　　価　　表
電話番号
（内線）

基本目標 年度 H28 H29 H30 H31 H32

基本方針 予算額
（千円）

15,619

施策名 決算額
（千円）

15,310

年度

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

狂犬病予防注射接種率
狂犬病予防注射接種犬数/登
録犬実数＊100

80% 80% 80% 80% 80%

82%

順調

64.5%

62.5%
市民意識調査における環境
の満足度

生活環境の満足度７項目で「満
足」「やや満足」と回答した人の
割合（平均値）

62.5% 63.0% 63.5% 64.0%

順調

96%

順調

三島市快適な環境を保全す
るための公共施設における
喫煙の防止等に関する条例

路上喫煙者数削減率（平成
１７年度比）

93% 93% 93% 93% 93%

自然環境基礎調査結果報告
書発行部数

発行部数（隔年）

25部

-

- - 25部 -

河川清掃・環境講演会参加
人数

河川清掃・環境講演会参加人
数

1,250人 1,250人 1,250人 1,250人 1,250人

957人

遅れ

100%

順調

大気・水質などの環境基準
の達成率

大気汚染・水質汚濁・地下
水汚染・ダイオキシン類の
環境基準達成率の平均値

100% 100% 100% 100% 100%

成果指標
【行政改革大綱における取

組事項名】
指標計算式（指標の説明） H28 H29 H30

（内線3569）

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち

５　環境を保全し継承するまちづくり

３０　自然環境に配慮した生活環境の保全<生活環境・自然環境>

H31 H32

Ⅲ-５-３０-（３）生物多様性の保全

Ⅲ-５-３０-（４）犬やねこの適正な飼養の推進
所管する施策の

方向一覧

Ⅲ-５-３０-（１）生活環境の監視・保全
※予算費目表に再掲で表示されている事業は、再掲元の予算費目及び
　 総括表に予算額及び決算額を記載しています。

Ⅲ-５-３０-（２）環境保全の啓発・普及 ※赤字：補正・流用により当初予算額から変更した予算額

平 成 ２ ８ 年 度　　　　

所属部 環境市民部 所属課 環境政策課 正職員数

※人件費、一般諸経費、交際費、積立金、繰出金、出資金及び公債費は
　　含まれておりません。

9人
その他
職員数

5人
055-983-2646



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

【行革取組項目】
次年度の対応方針

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

  大気汚染は３測定局７項目、水質汚濁は１１河川１３地点、地下水は湧水２地点・井水８地点・河川１地点、ダイオキシン類は大気２地点・水質２地
点、環境ホルモンは河川１地点、一般環境騒音は３７地点、空間放射線量は１地点で、監視測定を行った。この結果、すべての項目について環境基
準等を達成したが、項目によっては測定値が少しずつ増加したり、測定値にばらつきが見られた。この監視測定は、住民が安全・安心で良好な生活
環境を確保しているかを客観的に確認すること、環境汚染を未然に防止すること、環境保全を推進する上で基礎資料を得ることに、大きく貢献して
いる。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

  東日本大震災の影響で、放射性物質による放射能汚染の拡大や、事業所の自家発電使用などによる大気汚染が懸念される状況が続いている。
また、東駿河湾環状線の全面開通による環境への影響や中国などの諸外国で発生した汚染物質が日本に飛来して、環境汚染を拡大させることが
懸念される。このため、これらの環境汚染を監視することが必要であり、今後も継続して監視測定を実施していく。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

  住民が安全・安心で良好な生活環境を確保しているかを客観的に確認すること、環境汚染を未然に防止すること及び環境保全を推進する上で基
礎資料を得ることを目標として、大気汚染は３測定局７項目、水質汚濁は１１河川１３地点、地下水は湧水３地点・井水２地点・河川１地点、ダイオキ
シン類は大気２地点・水質２地点、環境ホルモンは河川１地点、一般環境騒音は３７地点、空間放射線量は１地点で、監視測定を行う。

施策の方向 Ⅲ-５-３０-（１）生活環境の監視・保全

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

　東日本大震災の影響で、放射性物質による放射能汚染の拡大や、事業所の自家発電使用などによる大気汚染が懸念される状況が続いている。
また、東駿河湾環状線の全面開通による環境への影響や中国などの諸外国で発生した汚染物質が日本に飛来して、環境汚染を拡大させることが
懸念される。このため、これらの環境汚染を監視することが必要であり、今後も継続して監視測定を実施していく。

【行革取組項目】
今年度の実施計画



5 業務計画

No.

目標 100% 100% 100% 100% 100%

実績 100%

達成状況 達成

目標 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

実績 100%

達成状況 達成

目標 100% 100% 100% 100% 100%

実績 100%

達成状況 達成

目標 100% 100% 100% 100% 100%

実績 100%

達成状況 達成

目標 100% 100% 100% 100% 100%

実績 100%

達成状況 達成

目標 100% 100% 100% 100% 100%

実績 100%

達成状況 達成

目標 100% 100% 100% 100% 100%

実績 100%

達成状況 達成

7 放射線量の監視 平常値達成率 維持

3 地下水汚染の監視 環境基準達成率 維持

行政改革
大綱にお
ける取組

2 水質汚濁の監視 環境基準達成率 維持

1 大気汚染の監視 環境基準達成率 維持

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

年度 H28 H29 H30 H31 H32
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等

１　環境保全推進事
業

4 ダイオキシン類の監視 環境基準達成率 維持

5 環境ホルモンの監視 平常値達成率 維持

6 騒音の監視
一般環境騒音環境基
準達成率

維持



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

10,303 (10,303)

10,081 (10,081)

25 (25)

25 (25)

予算費目の事業名、補助金（細節）名

Ⅲ-５-３０-（１）生活環境の監視・保全

H32歳出（千円）

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

行政改革
大綱にお
ける取組

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円）

１　環境保全推進事業(01.07.01.07.020.01) 維持

１　環境保全推進事業　県都市環境保全行
政研究会負担金(01.07.01.07.020.83)

維持



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

三島地区環境保全推進協議会事業及び狩野川水系水質保全協議会事業は、会員企業が連携して、環境ボランティア活動と環境保全活動の普及
と推進を実践するために不可欠な事業であり、今後も継続して実施していく。路上喫煙・ポイ捨て防止対策事業は、路上喫煙防止がモラルに基づく
ものであり、観光客による喫煙も見られることから、喫煙防止等の条例を適切に運用するため、今後も継続して実施していく。

【行革取組項目】
次年度の対応方針

施策の方向 Ⅲ-５-３０-（２）環境保全の啓発・普及

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

三島地区環境保全推進協議会事業及び狩野川水系水質保全協議会事業は、会員企業が連携して、河川等の清掃、水生生物観察会の開催、講演
会の開催、研修会の開催等を行うことにより、環境ボランティア活動と環境保全活動の普及と推進を実践すると共に、住民と企業の環境意識の向上
に貢献している。路上喫煙・ポイ捨て防止対策事業は、平成２３年７月に改正した喫煙防止等に関する条例の目的を達成するため、路上喫煙禁止
の指導を行っており、喫煙者の削減と環境の美化に寄与している。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

三島地区環境保全推進協議会事業及び狩野川水系水質保全協議会事業は、会員企業と連携して、河川等の清掃、水生生物観察会の開催、講演
会の開催、研修会の開催等の事業を実施する。路上喫煙・ポイ捨て防止対策事業は、平成２３年７月に改正した喫煙防止等に関する条例の目的を
達成するため、路上喫煙禁止の普及及び啓発を行いうとともに、現在の路上喫煙者数の実態を調査するため、快適空間指定区域内の路上喫煙者
数を調査する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

三島地区環境保全推進協議会事業及び狩野川水系水質保全協議会事業は、会員企業が連携して、河川等の清掃、水生生物観察会の開催、講演
会の開催、研修会の開催等の事業を実施した。路上喫煙・ポイ捨て防止対策事業は、平成２３年７月に改正した喫煙防止等に関する条例の目的を
達成するため、路上喫煙禁止啓発を行ったため、成果指標の上昇に結び付いた。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価



5 業務計画

No.

目標 2回/750人 2回/750人 2回/750人 2回/750人 2回/750人

実績 1回/550人

達成状況 未達成

目標 2回/400人 2回/400人 2回/400人 2回/400人 2回/400人

実績 2回/407人

達成状況 達成

目標 2回/30人 2回/30人 2回/30人 2回/30人 2回/30人

実績 1回/27人

達成状況 未達成

目標 1回/30人 1回/30人 1回/30人 1回/30人 1回/30人

実績 1回/45人

達成状況 達成

目標 1回/100人 1回/100人 1回/100人 1回/100人 1回/100人

実績 1回106人

達成状況 達成

目標 1回/25人 1回/25人 1回/25人 1回/25人 1回/25人

実績 1回/27人

達成状況 達成

目標 93% 93% 93% 93% 93%

実績 96%

達成状況 達成

目標 300部 300部 300部 300部 300部

実績 300部

達成状況 達成

１　三島地区環境保
全推進協議会事業

４　環境年次報告書
作成事業

1
年次報告書の作成・報
告

「三島の環境」発行部
数

維持

3 研修会の開催 開催数／参加者数 維持

3

今後の取組み方針

2 講演会の開催 開催数／参加者数 維持

1 河川等の清掃
清掃の回数／参加者
数

維持

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 H31 H32

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績

２　狩野川水系水質
保全協議会事業

路上喫煙防止指導
路上喫煙者数削減率
（平成１７年度比）

維持

研修会の開催 開催数／参加者数 維持

３　路上喫煙・ポイ
捨て防止対策事業

1
水生生物観察会の開
催

開催数／参加者数 維持

2 講演会の開催 開催数／参加者数 維持

1



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

66 (66)

66 (66)

96 (96)

96 (96)

49 (49)

110 (110)

319 (319)

287 (287)

４　環境年次報告書作成事業
(01.07.01.07.020.02)

維持

２　狩野川水系水質保全協議会負担金
(01.07.01.07.020.83)

維持

１　三島地区環境保全推進協議会補助金
(01.07.01.07.020.88)

維持

行政改革
大綱にお
ける取組

Ⅲ-５-３０-（２）環境保全の啓発・普及

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円） H32歳出（千円）

３　路上喫煙・ポイ捨て防止対策事業
(01.07.01.07.020.01)

増大
啓発用スコッチレーンを

作成したため



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

夏梅木川流域調査は、平成２８年度から２９年度事業として実施するため、平成２９年度も継続して調査を実施する。

【行革取組項目】
次年度の対応方針

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

平成２８年度から２９年度事業として、夏梅木川流域調査を実施し、平成１３～１４年度に実施した市内全域調査データの夏梅木川流域調査分を更
新する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

平成２８年度から２９年度事業として、夏梅木川流域調査を株式会社環境アセスメントセンターへ業務委託により行っている。現在までに、既存文献
調査、動物調査（哺乳類、鳥類、魚類、底生動物）、植物調査が終了し、概ね計画通りに進行している。

施策の方向 Ⅲ-５-３０-（３）生物多様性の保全

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

平成２８年度から２９年度事業として、夏梅木川流域調査を実施する。

【行革取組項目】
今年度の実施計画



5 業務計画

No.

目標 1 1

実績 -

達成状況 未実施

目標 - - 25部

実績 -

達成状況 未実施

１　自然環境基礎調
査・生物多様性保
全啓発事業

2
自然環境基礎調査結
果報告書発行

発行部数（隔年で発
行）

維持
H28年度は、H27年度に予算
が付かず、調査が実施できな
かったため未実施

1
自然環境基礎調査委
託業務

調査地域数 維持

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針 行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 H31 H32

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

1,750 (1,750)

1,750 (1,750)

１　自然環境基礎調査・生物多様性保全啓
発事業(01.07.01.07.020.01)

維持

行政改革
大綱にお
ける取組

Ⅲ-５-３０-（３）生物多様性の保全

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円） H32歳出（千円）



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

狂犬病予防法や動物の愛護と管理に関する法律に基づき、飼い主の管理責任の普及・啓発、猫の保護及び管理指導要綱によるマナー啓発などに
努める。各種事業の周知徹底を図ることにより、犬や猫の適正な飼育の推進を図る。

【行革取組項目】
次年度の対応方針

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

田方獣医師会と連携し、市内動物病院で犬の登録を行うことができるようにすることにより、犬の頭数把握に努める。また狂犬病予防注射未実施者
に対する確認はがきの送付により、狂犬病予防注射の接種を促す。人と動物が共生するため、地域ねこ活動の一層の推進並びに避妊や去勢手術
に要する費用への補助等の事業を進める。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

田方獣医師会と連携し、市内動物病院で犬の登録を行うことができるようにすることにより、犬の頭数把握に努める。また狂犬病予防注射未実施者
に対する確認はがきの送付により、狂犬病予防注射の接種を促す。人と動物が共生するため、地域ねこ活動の一層の推進並びに避妊や去勢手術
に要する費用への補助等の事業を進める。

施策の方向 Ⅲ-５-３０-（４）犬やねこの適正な飼養の推進

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

狂犬病予防法や動物の愛護と管理に関する法律に基づき、飼い主の管理責任の普及・啓発、ねこの保護及び管理指導要綱によるマナー啓発など
に努める。各種事業の周知徹底を図ることにより、犬やねこの適正な飼育の推進を図る。

【行革取組項目】
今年度の実施計画



5 業務計画

No.

目標 4,200件 4,200件 4,200件 4,200件 4,200件

実績 4269件

達成状況 達成

目標 5,250件 5,250件 5,250件 5,250件 5,250件

実績 5206件

達成状況 未達成

目標 140件 140件 140件 140件 140件

実績 260件

達成状況 達成

目標 1団体 1団体

実績 1団体

達成状況 達成

目標 100千円 100千円

実績 100千円

達成状況 達成

5
地域ねこ活動ボラン
ティア団体補助

補助金額 休止
猫の避妊・去勢手術の運用を
改訂し、ボランティアの位置
付け及び役割を変更したため

4
地域ねこ活動ボラン
ティア団体補助

補助団体数 休止
猫の避妊・去勢手術の運用を
改訂し、ボランティアの位置
付け及び役割を変更したため

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針 行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 H31 H32

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

１　畜犬指導事業

3
飼い主のいないねこの
避妊去勢手術補助

避妊去勢実施件数 維持

済票交付件数 維持

2 畜犬登録件数 登録実数 維持

1
狂犬病予防注射済票
交付



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

1　各種団体への負担金 161 (161)

(01.04.01.05.010.83) 161 (161)

1　地域ねこ避妊等補助金 2,750 (2,750)

(01.04.01.05.010.88.19.52) 2,634 (2,634)

100 (100)

100 (100)

維持

1　地域ねこ活動ボランティア育成支援事業
費補助金(01.04.01.05.010.88.19.53)

削減

維持

行政改革
大綱にお
ける取組

Ⅲ-５-３０-（４）犬やねこの適正な飼養の推進

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円） H32歳出（千円）



所属部 環境市民部 所属課 環境政策課 正職員数 9人 その他職員数 5人 外線・内線番号

基本目標 施策名

基本方針

　

正職員 その他職員

192H 4H

586H 624H

地下水委託
調査

地下水委託
調査

48H 16H

大気ダイオ
キシン類委

託調査

大気・河川
ダイオキシン
類委託調査

大気ダイオ
キシン類委

託調査

大気ダイオ
キシン類委

託調査
80H 16H

河川環境ホ
ルモン委託

調査

河川環境ホ
ルモン委託

調査
48H 16H

環境騒音調
査

自動車騒音
調査

自動車騒音
調査

自動車騒音
調査

328H 16H

120H 4H

055-983-2646
（内線3569）

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち ３０　自然環境に配慮した生活環境の保全<生活環境・自然環境>

５　環境を保全し継承するまちづくり

5月 6月 7月 8月

平成28年度　スケジュール表

3月
従事見込時間数

環境保全推進
事業

大気汚染常時監視（通年）

河川定期調査（１回／月）

大気中放射線量調査（１回／日　土・日・祝日を除く）、必要時に随時調査

9月 10月 11月 12月 1月 2月事業名 4月



所属部 環境市民部 所属課 環境政策課 正職員数 9人 その他職員数 5人 外線・内線番号

基本目標 施策名

基本方針

　

正職員 その他職員

055-983-2646
（内線3569）

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち ３０　自然環境に配慮した生活環境の保全<生活環境・自然環境>

５　環境を保全し継承するまちづくり

5月 6月 7月 8月

平成28年度　スケジュール表

3月
従事見込時間数

9月 10月 11月 12月 1月 2月事業名 4月

三島地区環境
保全推進協議
会事業

河川清掃
講演会・市

内清掃
研修会

研修会・河
川清掃

講演会 研修会 768H 580H

狩野川水系水
質保全協議会
事業

会報発行
水生生物観

察会
講演会 研修会 492H 372H

路上喫煙・ポイ
捨て防止対策
事業

214H 12H

環境年次報告
書作成事業

 187H 0H

自然環境基礎
調査・生物多様
性保全啓発事
業

0H 0H

畜犬指導事業 934H 2335H

路上喫煙・ポイ捨ての監視

４月中は、集団狂犬病予防接種（各地域）　　　　　　　　　　　　毎月末「飼い主のいないねこ避妊等補助金」事務　　　随時、犬･ねこの苦情対応

データ収集 

報告書原稿作成 

報告書印刷発注 

報告書発行、配布 


